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【令和 7年 3月 14日通知】 
備考 

章など ページ 行など 

2章 29 11～13 

（追記） 表－４．１．１最下段のその他のその他については，横断

歩道橋の安定等に影響を与える周辺地盤，附属物など，横

断歩道橋の性能や機能，並びに，その不全が横断歩道橋の

利用者や第三者の安全に関連するものを全て含む概念で

ある。 

 

4.1(5)解説 

2章 45 14～35 

以上の検討の結果は，所見としてまとめる。このと

き，所見には以下の観点を含むものとする。この他の所

見の記述の留意点は，付録－１による。 

〇横断歩道橋全体に対する技術的見解の総括，及び，上

部構造，下部構造，上下部接続部，階段部及びその他

の接続部などに対して，施設の状態及び次回点検まで

に必要な補修や補強等の対策の必要性やその理由が容

易に理解できるように記述する。 

〇所見には「健全性の診断の区分」の決定に影響する耐

荷性能の回復や変位の監視，あるいは防食機能の低下

の抑制など，耐荷性能や耐久性能の観点からの技術的

見解やその理由が容易に理解できるように記述する。 

 

 

 

〇ライフサイクルコストの視点からの技術的な見解につ

以上の検討の結果は，所見としてまとめる。このとき，

所見には以下の観点を含むものとする。この他の所見の

記述の留意点は，付録－１による。 

〇横断歩道橋全体に対する技術的見解の総括を記述す

る。そこには，耐荷性能や耐久性能の観点からの上部構

造，下部構造，上下部接続部，階段部及びその他の接続

部の状態についての技術的見解を含めるものとする。

技術的見解には，工学的な理由を添える。 

〇横断歩道橋の「健全性の診断の区分」の決定に影響す

る，上部構造，下部構造，上下部接続部，階段部及びそ

の他の接続部それぞれの補修や補強等の対策の必要

性，耐荷性能又は耐久性能の観点からの対策の目的及

び対策までの間の監視の必要性についての技術的見解

を含めるものとする。技術的見解には，工学的な理由を

添える。 

〇施設のライフサイクルコストの視点から望ましい措置

6.1解説 
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いても記述する。多くの横断歩道橋では，様々な種類

の変状が数多く発生しており，効果的かつ合理的な維

持管理の観点からは，次回点検までに防食機能の回復

や変状の進展や拡大の防止措置などを行うことが望ま

しいものも多くある。一方で，これらの変状のそれぞ

れは，それぞれの状況において何らかの変状が生じる

可能性があるかどうかの観点では直ちに影響があると

は言えず，また，目地部からの漏水や排水からの飛散

水など，５．４の特定事象に該当するわけでもないケ

ースも多いが，これらの変状の有無やそれらによる影

響が，特定事象を引き起こす可能性やライフサイクル

コストに及ぼす影響の観点から次回定期点検までの予

防的措置の実施を考えることは重要である。 

○部材片や部品の落下などによる横断歩道橋利用者や第

三者への被害発生の可能性の観点からの施設の状態及

び次回定期点検までの対策の必要性の観点からの技術

的見解やその理由が容易に理解できるように記述す

る。 

 

についての技術的な見解も含める。多くの横断歩道橋

では，様々な種類の変状が様々な箇所に発生し得る。そ

れらの変状には，ただちに横断歩道橋の耐久性能や部

材等の耐久性能には影響を及ぼさないと考えられるも

のもあったり，目地部からの漏水や排水からの飛散水

など５．４の特定事象に該当しないものであったりす

るものも多い。しかし，それらの変状を総合的に見て，

ライフサイクルコストに及ぼす影響の観点や新たな異

常を引き起こす可能性などの観点から次回定期点検ま

での維持修繕の実施を考えることは横断歩道橋の長寿

命化を考える上で重要である。 

 

 

〇部材片，コンクリート片，腐食片，部品の落下などによ

る横断歩道橋利用者や第三者への被害発生の可能性に

関する施設の状態及び次回定期点検までの対策の必要

性についての技術的見解を含めるものとする。技術的

見解には，工学的な理由を添える。 
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定期点

検記録

様式 

8  

 

 

 

 

点検記録様式

（その 5） 
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付録－

１ 
30  

  

付表-1.1 

      

 

 

SP 鈑桁橋 Gs 鋼 S SPmg

箱桁橋 Bs コンクリート C SPcr

トラス橋 Ts その他 X 対傾構 SPcf

アーチ橋 As 縦桁 SPst

斜張橋 Cs ゲルバー部 SPgb

その他 Xs 垂直補剛材 SPvs

床版 SPds

添接板 SPpl

地覆 SPwg

上横構 SPlu

下横構 SPli

上・下弦材 SPbt

斜材・垂直材 SPdt

橋門構 SPpt

アーチリブ SPar

補剛材 SPsa

吊り材 SPha

支柱 SPca

橋門構 SPpa

主構（桁） SPrg

主構（脚） SPrp

斜材 SPsc

塔柱 SPts

塔部水平材 SPth

塔部斜材 SPtd

SPco

SPpa

SPpp

SPem

その他 SPsx

外ケーブル

主桁・床版等 主桁

横桁

横構

主構トラス

アーチ

ラーメン

PC定着部

格点

コンクリート埋込部

斜張橋

工種 構造形式 材料 部材種別

SP 鈑桁橋 Gs 鋼 S SPmg

箱桁橋 Bs コンクリート C SPcr

トラス橋 Ts その他 X 対傾構 SPcf

アーチ橋 As 縦桁 SPst

斜張橋 Cs ゲルバー部 SPgb

その他 Xs 垂直補剛材 SPvs

床版 SPds

添接板 SPpl

地覆 SPwg

上横構 SPlu

下横構 SPli

上・下弦材 SPbt

斜材・垂直材 SPdt

橋門構 SPpt

アーチリブ SPar

補剛材 SPsa

吊り材 SPha

支柱 SPca

橋門構 SPpa

主構（桁） SPrg

主構（脚） SPrp

斜材 SPsc

塔柱 SPts

塔部水平材 SPth

塔部斜材 SPtd

SPco

SPcn

SPpp

SPem

その他 SPsx

外ケーブル

主桁・床版等 主桁

横桁

横構

主構トラス

アーチ

ラーメン

PC定着部

格点

コンクリート埋込部

斜張橋

工種 構造形式 材料 部材種別


